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第 7 期（2019 年度）定期本部⼤会 議事日程 

 １. 開会宣言  

 ２. 議⻑団選出・登壇  

 ３. 書記任命  

 ４. 議事運営委員選出  

 ５. 成⽴確認･資格審査報告  

 ６. 議事日程発表･承認  

 ７. 議事開始宣言  

 ８. 提案  

   第１号議案 「監査報告の件」 

   第２号議案 「第６期（2018 年度） 活動経過報告に関する件」 

   第３号議案 「2018 年度 決算報告および剰余⾦処分（案）に関する件」 

   第４号議案 「第７期（2019 年度）運動方針（案）に関する件」 

第５号議案 「2019 年度 予算（案）に関する件」 

   第６号議案 「組合規約の改訂（案）および組合規約改訂の承認に関する件」 

   第７号議案 「本部評議員の互選に関する件」  

   第８号議案 「選挙管理委員の指名に関する件」 

 ９. 質疑応答 

 10. 修正提案・質疑応答 

 11. 採決 

 12. 議事終了宣言・議⻑団降壇 

13. 本部執⾏委員⻑挨拶 

 14. 閉会宣言 

 

 

 
 

 

2019 年度 定期本部⼤会 開催要項 

○日時︓2019 年 10 ⽉３日(⽊)11︓00〜(10︓30 受付開始) 

○場所︓ヒューリックホール 

      東京都台東区浅草橋 1 丁⽬ 22-16 ヒューリック浅草橋ビル 2F 

○出席者︓第６期本部役員・本部⼤会代議員・オブザーバー 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■第６期(2018) 

活動経過報告 

■2018 年度  

決算報告および剰余⾦処分(案) 



 

テーマ 
メンバー全員で直接対話を実践し、変革に向けて挑戦しよう 

〜1 ⼈ひとりの想いを組織の活⼒へと繋げるために、直接対話をはじめとした活動に取り組む 1 年間〜 

 
第 6 期は、メンバーの多様性の考え方が変化しているなか、それらを組織の「ちから」とするため、メンバー一⼈ひとりの声を直接対話に
より吸い上げることに重点を置いた活動を進めてきました。 
一方、会社は経営計画において「リフォーメーション」「トランスフォーメーション」が進められるなか、前年度に引き続き、三越伊勢丹グル
ープ全体にも影響を与える判断がなされました。 
＜第 6 期の主なトピック＞ 
  伊勢丹相模原店・府中店、新潟三越、岩⽥屋久留⽶店新館をはじめとした店舗の営業終了 
  IMDS 事業、IMGS ブランド事業、レオテックスオーダーワイシャツ事業の終了 
  三越伊勢丹プロパティデザインのＢＭ事業の会社分割・事業承継 
  経営における「私たちの考え方」をベースとした「三越伊勢丹グループ中期経営計画」の策定 

経営の判断が早いスピードで変化し、私たちを取り巻く環境が⼤きく変わろうとするなか、第 6 期については 
① 経営対策活動の強化 

・経営との対話活動について、各⽀部でより活発な議論ができる関係・スキームの構築 
・よりタイムリーに現場の意⾒を集約し、経営(会社）へフィードバックするといった、課題改善のサイクルを構築する 

② メンバー接点の充実化 
・メンバーの利便性向上と、より「タイムリーかつ広く報せる」ためのＨＰやＳＮＳ等のデジタルツールの活⽤ 
・より直接対話を推進するため、VOICE 活動のあり方や対話のためのツール(議案書や動画等)の検討 

③ 多様化への対応 
・従来の育児介護以外の分野に関する活動をスタート 
・活動を企画、推進するにあたり、メンバーの「多様性」を踏まえて取組みを進める 

④ 執⾏部⼈財の育成 
・本部教育の充実化と各⽀部役員教育へのサポート 

を重点活動として位置づけ、活動に取り組んできました。 
 

【第 6 期における重点活動の振り返り】 

① 経営対策活動の強化 
・HDS と本部の議論を定期的に⾏いつつ、各⽀部労使間においてもより本⾳の議論ができる体制の整備を図ってきました。また、
春の交渉時の VOICE の意⾒集約を⾏い、経営との議論に繋げました。 

・各⽀部書記⻑に対して、財務諸表に関する議論や財務分析のスキル向上に向けた勉強会を実施しました。 
② メンバー接点の充実化 

・メンバーに組合活動をより理解してもらうために、デジタルサイネージや LINE＠を活⽤した情報発信を定期的に発信しました。 
・直接対話の推進に向けた活動のあり方については、ＶＯＩＣＥ活動のスキーム構築に課題を残しました。 

③ 多様化への対応 
・第 6 期より、「育児」「介護」以外の新たな分野として「疾病」「障がい」「LGBT」に関する研究をスタートさせました。IMGU の 
考える多様性の考え方に基づき、外部セミナーへ参加し、組合役員向けのセミナーを開催し理解促進に繋げました。 

④ 執⾏部⼈財の育成 
・本部評議員会において分科会を開催し執⾏部間の議論を⾏ってきましたが、各⽀部執⾏部間のコミュニケーションには課題を 
残しました。 

本部      第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



【分野別活動報告】 
●労働福祉活動 
■グループ労使間での協議の推進 
・ グループ共通制度の成案化に向けて HDS ⼈事部との協議を進めると共に、新体制における

労使協議の新たなスキームの構築を⾏いました。 
■働き方改革に向けた取組み 
・ 総実労働時間短縮に向けてグループ共通で有給休暇促進に取組み、一部の⽀部で所定労

働時間の短縮を⾏いました。 
・ ハラスメント防止に向けて、グループ全体の啓発強化施策としてリーフレットを発刊しました。 

■評価制度の納得性向上に向けた取組み 
・ 従業員意識調査結果の分析を⾏い、全⽀部共通で活⽤できるツールの検討を⾏いました。 

●経営対策活動 
■リフォーメーションへの対応 
・ 各⽀部労使間での議論状況を踏まえ、本部・HDS労使間で状況確認や議論を⾏いました。 

■VOICE 活動のスキーム構築によるチェック機能とパイプ機能の強化 
・ VOICE の状況を本部で集約して経営との議論を⾏うに留まり、スキームの構築には課題を残

しました。 
●ダイバーシティ推進 
■新たな育児⽀援・介護⽀援の取組み 
・ 共済会と連携し、新たな育児・介護⽀援として補助⾦制度を 4 ⽉からスタートしました。 

■新たな⽀援活動に向けた研究検討 
・ 組合教育において「介護」に加え、「健康と疾病」を新たなカリキュラムとして組み入れました。 

●ＵＳＲ活動 
■⽀援団体との関係性の再構築 
・ 東北復興⽀援活動、折鶴献納、本⽀部⽀援団体の活動のあり方について検討しました。 

●教育サポート活動 
■ユニオンプランのあり方の⾒直し 
・ 集合研修、自己啓発、公募型セミナーなど、組合教育の考え方と具体的な内容を検討し、 

7 ⽉から首都圏でキャリアライフ・プランニング研修➀（旧ミドルライフプラン）を開催しました。 
■海外流通視察セミナーの実施に向けた企画 
・ 企業環境や活動の優先順位を踏まえ、第 6 期の実施には至りませんでした。 

●広報活動 
■メンバー接点の充実化に向けた HP や SNS ツールの活⽤ 
・ デジタルを活⽤した活動の周知について、本部広報の定期的な発刊およびタイムリーな情報

発信など課題を残しました。 
●政治活動 
■政策実現に向けた政治活動に関する議論の深耕 
・ 組合が政治活動を⾏う⽬的や考え方について、メンバーの理解促進や定着を深める活動と共

に、7 ⽉の参議院選挙に UA ゼンセンの代表として国⺠⺠主党より⽴候補した「田村まみ」の
⽀援活動を⾏いました。 

●組織政策 
■ユニオンホットラインの活⽤サポート 
・ 第 6 期より組合相談専⽤窓口を設置し、ハラスメントリーフレットに記載し周知を図りました。 

■執⾏部⼈材育成の強化 
・ 本部に主催によるユニオンセミナー・ユニオンスクールを定例開催しました。 

 

＜2018 年度ユニオンプラン＞ 
◆シニアライフサポートプラン  

【グループ全体】 237 名 
◆キャリアライフ・プランニング研修① 

【首都圏開催】 216 名 
※札幌・名古屋・福岡は 

＜ＵＳＲ活動実績＞ 
◆⽯巻ボランティア︓62 名 

(18 秋︓30 名、19 春︓32 名) 
◆広島折鶴献納︓46,046 ⽻ 
◆エコキャップ回収︓1,591,000 個 
◆2018 中古⾐料回収︓3,322 点 

＜ユニオンセミナー講師＞ 
◆2018 年 10 ⽉ 
⽩⽯ 康次郎⽒（海洋冒険家） 
藤原 和博⽒（教育改革実践家） 
杉原 淳一⽒（日経新聞記者） 

◆2019 年 5 ⽉ 
奥谷 孝司⽒ 
（オイシックス・ラ・⼤地㈱ COCO） 
川上 昌直⽒ 
（兵庫県⽴⼤学 教授） 
為末 ⼤⽒ 
(DEPORTAREPARTNER 代表） 

＜意識調査回答結果＞ 

14,073 件（62.4％） 

＜ハラスメントリーフレットの発刊＞ 



○ 基本的な考え方 
・ IMGU は、組合員の生活向上をめざして、労使間の取り組みでは解決できない、国や地域における様々な社会的課題を改

善するために、組合活動の一環として政策・政治活動を⾏っています。 
・ 政治活動は、公職選挙法などの政治や選挙に関する法令を遵守しつつ推進するとともに、服務規律等の社内ルールを遵守し、

組合活動の一環として就業時間外に⾏います。 
 
○ 労働組合が⾏う政治活動 

■政策を実現するための政治活動に対する理解促進 
・ 労働に関する法律改善や産業レベルの問題など、労使では解決できない課題に対応するためには、政治活動を通じた政策実

現が必要になります。労働組合が政治活動を⾏う⽬的や考え方について、メンバーの理解や定着を進める活動を⾏います。 
■公⺠権⾏使活動 
・ 選挙権の⾏使は、日本国⺠の権利であり、市⺠としての義務といえます。議会制⺠主主義や政治の仕組みを理解し、よりよい

社会づくりに参画することは社会的にも求められています。 
・ 労働組合は、メンバーに対し、政治信条等にかかわらず、市⺠としての政治参画や公⺠権の⾏使を促す活動を⾏います。 
■国会や地方議会の議員および候補者に対する⽀援活動 
・ IMGU は、国や地域における生活者や働く者にとっての課題、また流通サービス産業の課題を解決するための政策実現を⽬的

として、そのような政策に取り組む国会や地方議会の議員およびその候補者に対する⽀援活動を⾏います。 
  
○ 第 6 期に⾏った主な政策・政治活動 

■悪質クレーム対策の状況 
・ ⻑時間の拘束や暴言などの「悪質クレーム」は従業員のストレスや職場の魅⼒低下につながり

ます。昨年実施した 176 万筆の署名は厚生労働⼤⾂や消費者庁に提出されました。 
・ 5 ⽉に成⽴した⼥性活躍・ハラスメント規制法の付帯決議では、職場内のハラスメントに加え

て、顧客など社外からの迷惑⾏為、ハラスメントへの対応の必要性についても確認されました。 
・ また、私たちの働きかけにより、国⺠⺠主党から「悪質クレーム対策推進法案」が国会に提出

されましたが、成⽴には至らず、引き続き国や社会への働きかけを継続していきます。 
    
 
 

■「田村まみ」⽀援活動 
・ 2019 年 7 ⽉に実施された第 25 回参議院選挙に、UA ゼンセンの代表として国⺠

⺠主党より⽴候補した田村まみの⽀援活動を⾏いました。IMGU では田村さんを招い
た講演会の実施や、各⽀部において後援会加入活動などの⽀援を⾏いました。 

・ 田村さんは約 26 万票を獲得し、国⺠⺠主党⽐例代表において第１位での初当選
となりました。ご協⼒ありがとうございました。 

・ この結果、私たちの代表として国会で活躍する議員は、2016 年の参議院選挙で当
選した「かわいたかのり」議員と「田村まみ」議員の 2 ⼈となります。今後、私たちのめざ
す政策の実現にむけて、国会の場で活動を⾏っていきます。 

 
 
 
 
 
 

田村まみ 公式ホームページ 
https://mamitamura.com/ 
 

かわいたかのり 公式ホームページ  
http://kawai-takanori.jp/ 
 

政策・政治活動 

暴言や長時間拘束 

『休日保育などの充実』 
子育てしながら安心して働け
るように、子育て⽀援策の充
実に取り組みます。 

『悪質クレームへの対応』 
サービスを提供する側と受
ける側が共に尊重される社
会めざします。 

【ＵＡゼンセンの主な政策】 

『食品ロスへの対応』 
地球環境に配慮したエ
コ消費を推進します。 

田村まみ と かわいたかのり 

悪質クレーム啓発動画（UA ゼンセン作成）                        
https://uazensen.jp/claim_cm 

https://mamitamura.com/
http://kawai-takanori.jp/
https://uazensen.jp/claim_cm


 

テーマ 
⼀⼈ひとりの「ちがい」を「ちから」に 

〜変化と向き合い、誰もが輝ける職場づくりを全員で前進させよう〜 
第６期は第５期と同様にダイバーシティを重視したテーマを掲げスタートしました。一方、店舗や事業の構造改革や「ビジネスモデルの

革新」「デジタルを活⽤した新たな事業」などの成⻑戦略が⽰され、⼤きな変化にも直⾯しました。事業の構造改革に関する労使協議
や働き方の変化に関する職場の課題解決に取組む一方、「働きやすさ日本一」にむけ所定労働時間の短縮も実現しました。 

分野別活動においては、兼任・専従の執⾏委員が連携しそれぞれの活動を推進しました。 
●経営対策活動 
・ 店舗や事業の構造改革に際しては、状況に応じた労務⾯の対応協議やキャリア選択にむけた

メンバーへの情報提供、営業終了にむけ店舗の運営体制の確認をおこないました。 
・ 2018 年度に発信された成⻑戦略に基づき、「既存事業のビジネスモデルの革新」を中心に機

関会議やテーマ別VOICEでの課題抽出と、解決にむけた経営との意⾒交換をおこないました。 
●労働福祉活動 
＜⼈にかかわる諸制度の⾒直し＞ 
・ 「公平・公正」「チャレンジする⾵⼟」「中⻑期のやりがい」「一定の安心感」をふまえ、ステージ C・

メイト社員の制度改定を協議しましたが、組織改正をふまえ 2019 年度導入を⾒送りました。 
・ 業績変動と賞与水準の本来のあり方を検討するため、これまでの業績連動賞与を廃止しまし

た。また社員ステージ C・メイト社員は、6 ⽉・12 ⽉の水準バランスの⾒直しをおこないました。 
＜働く環境の整備＞ 
・ 働きやすさ日本一の実現に向けて、社員・メイト社員・エルダースタッフ（⽉給制）においては、

年間 132 時間（1972 時間→1840 時間）の所定労働時間の短縮をおこないました。 
・ 対話を通じて新たな価値を生み出す職場⾵⼟の実現にむけ、労使間で企業として「⽬指すべ

き職場⾵⼟のあり方」や「実現に向けた取組み」の検討を開始しました。 
●ダイバーシティ推進 
・ 「広義なダイバーシティ」の実現にむけ、機関会議で担当役員間での基礎知識を共有しました。 
・ 育児サポートでは基幹店に加え⽴川店・浦和店でもワーキングファミリーVOICEを開催し、介護 

サポートでは一部の店舗で介護に関する基礎的な知識を学ぶセミナーを開催しました。 
●VOICE 活動 
・ メンバーズ VOICE では７⽉以降デジタルツール等を活⽤し動画の配信や意⾒・質問シートを

⾒直し、メンバーとの接点の補完機能を充実させました。 
・ テーマ別 VOICE は分会ごとの課題をふまえた個別のテーマ別 VOICE を中心に開催し、共通  

テーマ別 VOICE は制度改定に進捗をふまえ実施を⾒送りました。 
●教育サポート活動 
・ ユニオンプランでは、「変化に対して自分の軸をもって対峙していくための⼟台となる考え方」を  

カリキュラムに取り入れました。健康に対する意識の向上のための睡眠⼒向上セミナーを募集型
で開催しました。 

・ 受講後のフォロー体制づくりについては、課題の共有に止まりました。 
●ＵＳＲ活動 
・ 幅広いメンバーが参加できるように、新たに動物愛護などの啓発型セミナーを⾏いました。 
・ ⽀援団体については新たに動物ボランティア団体を加え、既存の就労移⾏⽀援団体との取組

みを深化しました。 
●広報活動 
・ VOICE Times は⼿軽に閲覧ができるよう、データ配信による発刊に⾒直し、企業の動向に関

するテーマを扱いました。一方でタイムリーな発刊という⾯では課題が残りました。 
・ ホームページを活⽤した活動報告は、分野別活動の報告を中心に⾏いました。 

 

相模原店・府中店情報交換会 

 
 2019 年度春の交渉 

 

ワーキングファミリーVOICE 

 

メンバーズ VOICE 

 

 啓発型セミナー（動物愛護） 

三越伊勢丹⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 北海道統括⽀部で働くメンバー、⼀⼈ひとりの新たな「誇り」を共創する 

第 6 期では、北海道統括⽀部の札幌丸井三越、函館丸井今井、北海道百科で働くメンバー、一⼈ひとりの新たな「誇り」を共に
創り上げていく（＝共創）ことを⽬的とした新たなテーマのもと、多様な⽴場のメンバーが対話によって繋がり、コミュニティを築き、連携
を深める活動の⽀援に取り組みました。その中で処遇の改善、安心して働くことができる環境の実現、コミュニケーションの促進による一
体感の醸成に繋がる活動の推進を⾏いました。 

●VOICE 活動 
・ メンバーズ VOICE では、各社の営業方針の浸透を図ると共に、現場課題の課題に取り組

み、その課題について各労使会議で協議を⾏い、解決に繋げることができました。 
・ メンバーとの対話をより活性化させるテーマ別 VOICE（雇⽤形態、職務など）やエリア別

VOICE（職場、⼩型店など）の定期開催、現場兼任役員による対話や、出席確認などの
連携強化を⾏い参加率の向上を図りました。 

●労働福祉・経営対策活動 
  ■⼈事賃⾦制度改定や働く環境の整備 
・ 労働条件の向上として、ベースアップや賞与水準向上に向けた協議を⾏いました。また、中期

に⽬指す労働条件については、各社の中期経営計画策定の進捗を確認しながら、継続議論
となりました。 

●ＵＳＲ活動 
  ■北海道の新たな地域貢献活動「道産子スポーツ応援レク」を初開催 
・ 地域貢献の新たな活動として、「日本ハムファイターズ（参加 30 名）」や「コンサドーレ札幌

（参加 21 名）」のスポーツ観戦レクを札幌で初開催しました。 
  ■札幌・函館の⽀援団体との交流 
・ 札幌での「羊ヶ丘養護園」の子どもたちとのクリスマスパーティーの開催や、函館での「さゆり園」

へクリスマスプレゼントの寄贈といった継続的な交流を⾏いました。 
●教育サポート活動 
  ■各⽀部、分会独自のキャリアセミナーを開催 
・ 札幌丸井三越、函館丸井今井ともに現場兼任役員が中心に運営に携わり、メンバーのキャリ

ア形成とライフ充実に繋げる独自のセミナーを開催しました。また、北海道百科では遠隔地のメ
ンバーも参加可能な北海道産食品を学ぶグルメセミナーも初開催しました。 

●育児・介護サポート活動 
  ■育児に携わるメンバーへ育児 VOICE に取り組む 
・ 札幌・函館両地域にて育児 VOICE を開催し、育児に携わるメンバーとの情報共有と対話を

強化しました。 
  ■介護の個別相談会・ユニオンプランでの介護教育カリキュラム化に取り組む 
・ 札幌では、メンバーに寄り添った個別相談会を開催するとともに、各⽀部分会のユニオンプラン

では、介護サポート百科を活⽤した⽀部独自の教育を⾏いました。 
●レクリエーションサポート活動 
  ■各⽀部、分会の団結会や各地域の職場懇親会の開催 
・ コミュニケーションの促進を⽬的に札幌「マルミツ納涼の会」、函館「五稜郭移転 50 周年記念

団結会」など労使共催の団結会を開催、さらに各地域では職場懇親会を開催しました。 
●広報活動 
・ 新たな広報誌として函館丸井今井では周年記念誌、北海道百科では定期広報誌「北海道

百科事典」を創刊しました。また、新たに Yammer を活⽤し、発信⼒の拡⼤を⾏いました。 
●政治活動 
・ 私たちの働く環境改善のための政策実現（悪質クレームや休日保育充実に向けて）UA 

ゼンセンから参議院議員に擁⽴された田村まみの⽀援と周知活動を⾏いました。 
 

 
VOICE 活動 

 
労使協議会 

 
道産子スポーツ応援レクリエーション 

 
羊ケ丘養護園⼈的⽀援 

 
キャリアセミナー 

 

団結会 

北海道統括⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ ⼀⼈ひとりがチャレンジできる、みんなが創る  
〜ONE for ALL、ALL for ONE〜 

 
第６期は｢仙台三越＝日本一働きやすい会社｣を⽬指す１年として諸活動を推進してきました。日々変わりゆく商環境の変化に対応
して、我々の働く環境も変化しています。その中で『安心して働くことができる組織』『互いを理解し一体感のある組織』『一⼈ひとりのチャ
レンジが認められる組織』を創るべく、メンバーの声をもとに組合諸活動を推進してきました。 
 
●VOICE 活動 
〔ポイントの明確な発信とメンバーの声を集約することに重点を置いた VOICE 活動の実施〕  
・ メンバーズ VOICE 参加率（11 ⽉ 61.4％、2 ⽉ 51.9％、7 ⽉ 58.1％） 
・ より多くの声を集約するため、次期に向けデジタルツールを活⽤し効率的な実施を検討 

●労働福祉活動  
〔商環境・企業状況・メンバーの声を踏まえた労使通年協議の推進〕  
・ ベースアップ︓2019 年 4 ⽉〜（⽉給者 1,000 円、時給者 5 円） 
・ 雇⽤形態別、⼈事賃⾦制度の⾒直し 
（フェロースタッフ︓年間評価・昇給から半期評価・昇給へ） 
（シニアスタッフ︓賞与加算から評価別⽀給表へ） 
・ 働く環境の整備 
（年間所定労働時間 1,972 時間から 1,847 時間へ短縮） 
（VOICE 活動や職場委員会を通じて、労働時間管理や休日取得等に関する教宣活動） 

●経営対策活動 
〔職場会議と連動させパイプ機能をより強化した経営懇話会の実施〕 
・ 年度計画や業績に対する進捗確認。職場会議や VOICE 活動で集約した声の提言 
・ 次期に向けメンバーへのフィードバック方法を検討 

●ＵＳＲ活動 
〔地域・社会への貢献とメンバー間の関係性強化の推進〕 
・ クリーン作戦（延べ 121 名※2019 年 8 ⽉現在） 
・ エコキャップ回収（延べ 65,188 個※2019 年 8 ⽉現在） 
・ 愛の募⾦活動（合計 123,708 円※2018 年冬 2019 年夏） 
・ 3.11 復興⽀援活動 名取市閖上地区視察（10 名参加） 
・ 広島平和活動（折鶴 1,380 ⽻送付） 
・ 中古子供⾐料回収（男⼥計 391 枚送付） 

●教育サポート活動 
〔キャリア・年代別ユニオンプラン、⽀部独自セミナーと商況視察セミナーの開催〕 
・ キャリア・年代別ユニオンプラン︓ミドルライフサポート研修（9 名） 

フレッシュプラン（10 名）、40 歳代セミナー（3 名） 
新潟静岡合同セカンドプラン（9 名） 

・ ⽀部独自セミナー︓中国語セミナー（30 名）、ボールペン字セミナー（16 名） 
            札幌商況視察セミナー（6 名） 

●レクリエーション活動 
〔メンバー間の一体感を醸成できる活動の推進〕 
・ 3 ⽉いちご狩りレク（29 名）、4 ⽉陶芸教室（33 名）、6 ⽉団結会（81 名） 
・ 様々なお買場メンバーの参加が⾒られ、新たなコミュニケーション醸成に繋がった 

●広報活動  
〔リアルタイムな情報発信による組合活動周知と、メンバー接点拡⼤へ向け広報のデジタル化推進〕 
・ ⽀部ブログ更新（42 回） ※2019 年 8 ⽉現在 
・ ⽀部広報紙デジタル配信（2 回） ・デジタルサイネージの定期更新 
・ マイメモ発刊 2 回（2018 年 11 ⽉修正版・2019 年 5 ⽉新年度版） 

●政治活動 
〔政治活動に対する IMGU の考え方を基にした組織内候補者の⽀援活動〕 
・ 組織内候補者の応援はがき⽀援を実施 
・ VOICE 活動を通じて、公⺠権⾏使の依頼と組織内候補者の政策共有を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台三越⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 

メンバーズ VOICE 

労使協議会 

3.11 復興⽀援活動 

中国語セミナー 

いちご狩りレク 

労使共催団結会 



 

テーマ 変化に慣れ、変化を促す。新たな発⾒が⾃⾝と組織の成⻑へ。 
第 6 期は「変化」と「チャレンジ」をキーワードに、労使一体となって新たな発⾒と成⻑のできる組織・⾵⼟を創る 1 年としました。 

①業務慣習や既存の考え方など、私たちを取り巻く様々な事象について「変える」トライアルを実⾏しました。年々⾮常に速いスピード
で変化する社会環境に対し、私たちメンバー自⾝が変わることに慣れ、そこから②「新たな発⾒と自己成⻑」のできる職場環境と、個
⼈の成⻑が組織の成⻑につながる企業⾵⼟構築に取組みました。 

●労働福祉活動 
○労使専⾨委員会での通年協議の実施 
・ 「⽉給制エルダースタッフの導入」 「ステージ C-t⇒C 昇格時の役割成果ランク格付ルール⾒直し」 

「社員・メイト社員・フェロー社員の採⽤賃⾦引上げ」 「社員・メイト社員のアニバーサリー休暇導入」
について、春の交渉にて労使合意しました。 

・ 「希望退職⽀援制度」について、臨時⽀部⼤会において満場一致で可決されました。 
○働く環境の整備 
・ ハラスメント防止委員会を定期開催するとともに、業務時間内でハラスメントセミナーを実施。ハラス 

メントのない職場環境の整備を推進しました。 
●VOICE 活動 

○テーマ別 VOICE の充実 
・ 「SM・SD VOICE」を新たに実施。メンバー・経営とのパイプ役として互いの現状把握を綿密に⾏い、

より高い頻度でメンバーサポートに取り組みました。 
SM・SD VOICE 3回 社員・メイト社員〜5年⽬VOICE 7回 
代議員VOICE 4回 ASM VOICE 9回 

BL・SBL VOICE 15回 WFV 4回 

●経営対策活動 
○メンバーの声の共有・反映 
・ 今期より、ステアリングコミッティを定期開催。各種 VOICE で寄せられた声を基に、各職場の現状を 
経営と共有。労使一体で新潟三越伊勢丹のリフォーメーションを推進できる⾵⼟の構築に努めました。 

労使専⾨委員会 毎週⾦曜日 ステアリングコミッティ 5回 

●教育サポート活動 
○新たな気づきや変化につながるセミナーの実施 
・ ⽂化的経験値を向上し、お客さまとの接客の中で会話の引き出しを増やすことを⽬的に阿賀野市の

窯元より講師を招き「秋の陶芸教室」を初開催しました。 
・ 心⾝の健康の棚卸しを⽬的に、日々の食事と運動の両側⾯からアプローチを⾏う「ライザップセミナー」

を初開催しました。 
・ 介護セミナーのテーマを「認知症」とし、具体的な症状や周囲のサポートについて学びの機会を設

けました。親・お客さま・自⾝の認知症対策について看護師を招き両店で実施。 
秋の陶芸教室参加者 42名 ライザップセミナー参加者 23名 
認知症セミナー参加者 46名 ディズニーアカデミー参加者 8名 

●レクリエーション活動 
○⽀部独自レクの充実 
・ 「アウトドア」「地域⽂化探求」などのテーマに沿って、メンバー満⾜度の高いレクリエーションを継続開

催。好評だった「BBQ レク in ミズベリング」の 2 日間開催や、「⽼舗ホテルでのテーブルマナーセミナー」
を実施しました。 

BBQレクinミズベリング 144名 イタリア軒テーブルマナーセミナー 34名 
 

 

19.08 臨時⽀部⼤会 

 

19.05 WFV 

 

18.11 秋の陶芸教室 

 

18.12 ライザップセミナー 

 

18.09 BBQ レク 

 

18.12 テーブルマナーセミナー 

新潟三越伊勢丹⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告 



 

テーマ 相手を知り、積極的にコミュニケーションをとる風土作りに取り組みます 
2018 年度は減収減益の想定のもと、様々な営業施策を実施し、⼿数料収入などの新たな取り組み、経費削減等の効果もあり、
減収にはなりましたが増益を果たすことができました。また、新しい経営陣のもと「日本一働きやすい会社」を⽬指した働き方改革がスタ
ートしました。組合としても、働き方改革についてメンバーの声を吸い上げる活動を重点的に⾏い、会社と共有してきました。メンバーか
らは、マネージャーの業務負荷軽減や、社内の雰囲気が発言しやすいものに変わったなどの声もあり、徐々にですが変化がみられます。 

●ダイバーシティ推進 
・ ダイバーシティ推進の取り組みとして、メンバー同士の違いを知る機会を設ける予定でしたが、

働き方改革に伴う活動を重点的に⾏ったため、次年度での取り組みとしました。 
・ 育児勤務者については、メンバーズ VOICE を個別対応で⾏うなかで、育児や働き方、職場

の雰囲気などについてのヒアリングを⾏いました。 
●VOICE 活動 
・ テーマ別 VOICE として、BL・SBL 対象の VOICE を⾏い、他のブロックとの違いや悩みについ

て共有しました。また、その内容は経営とも共有しました。 
・ ステージ B の⼈事賃⾦制度改定についてのテーマ別 VOICE を⾏い、制度自体や社内の雰

囲気など様々なことについて意⾒を聞くことができました。 
●経営対策活動 
・ 経営陣とのコミュニケーションを図るため、自由に意⾒交換ができる機会を積極的に設けまし

た。 
・ 全社で進める働き方改革の内容については内容を共有し、メンバーがどう捉えているか、どう変

わったかなど、現場の状況を会社に伝えました。 
・ 経営陣とメンバーの直接対話の場づくりについて計画しましたが、実施には至りませんでした。 

●労働福祉活動 
・ ステージ B の⼈事賃⾦制度を春の交渉で成案化。賃⾦移⾏についても労使合意しました。 
・ 60 歳以降の働き方について、優先順位の高い課題について協議し制度改定を⾏いました。 
・ 新たな働き方として、フレックス勤務のトライアルを 4 ⽉から後方部⾨で実施することとしました。 
・ 有給休暇の取得状況や労働時間管理などは、労使で状況を確認し、議論を⾏いました。 

●教育サポート活動 
・ 他⽀部と共同で、引き続きシニアサポートプランを、また新たに、入社５年⽬の社員、メイト社

員を対象としたセカンドプランを開催しました。 
・ 社員、メイト社員、フェロー社員のフレッシュプランは、⽀部単独で⾏いました。 
・ 健康増進を⽬的とした RIZAP 健康セミナーを開催しました。 

●レクリエーション活動 
・ 毎年恒例のボウリング⼤会を 10 ⽉に実施しました。 
・ 少⼈数でのレクとして、「クリスマスリース教室」「⼿相占い体験教室とﾐﾆ鑑定」を開催しました。 

●広報活動 
・ 掲⽰板、⽀部ブログを活動の柱に、デジタルサイネージ含め、毎⽉の定期更新を⾏いました。 

●ＵＳＲ活動 
・ いこいの家への⽀援活動は、年３回、⽀援先の⾏事に参加しました。 
・ 愛の募⾦、平和活動は、多くのみなさんに参加いただき、愛の募⾦は 74,456 円のご⽀援、

折り鶴は 1,890 ⽻を広島に送ることができました。 

 
 RIZAP セミナー 

 
 ボウリング⼤会 

 

 
 労使協議会 

 

 
フレッシュプラン 

 

 
レク「手相占い体験教室とﾐﾆ鑑定」 

 

静岡伊勢丹⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 変化を恐れない、相互理解のあるイキイキと働きやすい風土の構築 
我々を取り巻く外部環境変化が激しい中、SAKAE ファッションモールのリモデルが一区切りし、安定的な利益確保に向けた新たなスタ
ートととらえ第 6 期の活動をスタートしました。メンバーや会社との「対話・ディスカッション」を通じ、既存の形にとらわれない新たな取り組
みを推進しました。 

●VOICE 活動 
・ 労使通年協議事項やお買場の働き方に関して、テーマ別 VOICE を重点的に開催し、メンバ

ーの声を吸い上げてきました。 
●労働福祉・経営対策活動 
・ ベースアップを含んだ「賃⾦要求」、⼈事・賃⾦制度⾒直しをはじめとした「⼈に関わる諸制度

の改正」や有給休暇取得促進など「働き方の環境作り向けた取り組み」に関し、会社とディス
カッションを中心とした会議体に変更し取り組みました。 

・ VOICE 活動によって吸い上げたメンバーの声を包み隠さず会社に伝えることによって、現場の
状況や思いを経営陣に知ってもらうように努めました。 

●ＵＳＲ活動 
・ 継続活動をしているフードドライブの理解を深めるため、執⾏委員を中心にフードバンク施設体

験学習をおこないました。一連の活動が徐々に浸透し、食品を提供してくださるメンバーも増え
てきています。 

フードドライブ 年2回実施 広島平和活動折り鶴枚数 6,000⽻ 

中古子ども服回収枚数 175着 エコキャップ回収個数 111,198個 

2018年度“冬”愛の募⾦  60,540円 2019年度“夏”愛の募⾦  58,216円  

●教育サポート活動 
・ 次世代を担う若⼿社員を中心とした、自⾝の職場だけにとどまらない知識や視野を広めること

を狙いとした、学べる機会を創出しました。 
マナベルカフェ 計7回実施。後方部⾨担当者を中心に自⾝のお仕事内容の紹介 

岡山・倉敷デニムを学ぶツアー 25名参加。ファッション、食、アートなどの領域を肌で体感 

ディスニーアカデミー 11名参加。東京ディスニーランドのサービスを体感 

セカンドプラン 20名参加。入社5年⽬の方を対象とした研修 

フレッシュプラン 29名参加。新入組合員を対象とした研修 

●レクリエーション活動 
・ 世代やお買場の垣根なく楽しめるレクリエーションを実施しました。 
フットサル⼤会参加者 26名 星ヶ丘店ボウリング⼤会参加者 101名 

豊川リレーマラソン参加者 34名 労使団結会（仮称） 300名程度 

●広報活動 
・ 10 年以上継続している広報誌「ボイスタ」を本年も発刊しました。昨年度頂いた意⾒を反映

し、より活⽤しやすい広報誌を作成しました。 
●組織政策活動 
・ 執⾏部の主体的な組合活動への参画を⽬的とし、企画段階から携わることができるように努

めました。また、労使交渉の進捗に関して都度執⾏部で議論をすることにより、メンバーの意⾒
を反映することはもちろんのこと、執⾏部自⾝の労務知識向上に努めました。 

●政治活動 
・ 公⺠権⾏使の重要性を伝え、政治への関心に努めました。 

 ⽀部⼤会 

 フードドライブ 

 マナベルカフェ 

岡山・倉敷デニムを学ぶツアー 

豊川リレーマラソン 

名古屋三越⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ ⼀⼈ひとりの⼒と声をつなぎ合わせ、変革への⼀歩を踏み出そう 

広島における商環境が市街地・駅周辺・郊外と多様化する中、㈱広島三越も新たな百貨店モデルを⽬指し、一⼈ひとりの⼒を合わ
せて⿊字化に向けて⾛り出しました。組合は「企業の存続」と「雇⽤の確保」を常に⾏動指針とし、メンバー一⼈ひとりを「⼈財」として
焦点を当て、モチベーションを高めていくことを⼤切にしてきました。また、第 6 期は「⼈財」である一⼈ひとりの⼒と声を集約させ、それが
変革へ向けた第一歩となるよう、メンバー同士をつなぎ、メンバー・会社の強固な関係性を築く活動を⾏いました。 

●労働福祉活動︓近年の社会情勢を鑑みた制度の⾒直し 
・ 「育児関連諸制度」と「再雇⽤制度」を拡充し、「要保護短時間勤務」を制度化しました。 
・ 雇⽤転換制度や選択コース・職種を整理し、社員に「テレワーク規程」を導入することで、多

様な働き方の準備を⾏いました。 
・ 毎⽉のハラスメント防止対策委員会の実施やハラスメント防止啓発を定期的に⾏いました。 
・ メンバーズ VOICE は、情報発信だけに留めず、メンバーの声の集約を意識して開催しました。 
・ 分野別の課題抽出にまで至らず、新たなテーマ別 VOICE を実施できませんでした。 

●経営対策活動︓㈱広島三越の将来について対話できる労使関係の構築  
・ 毎⽉の継続実施ができた「経営懇話会」は、重要な会議体として位置付けています。労使で

顔を合わせて対話することで、経営の考え方や組合活動で集まった声の共有を⾏い、㈱広島
三越のための発展的な話し合いを⾏っています。 

●ダイバーシティ推進︓育児や介護に携わる方々を理解に向けた啓発活動 
・ 育児諸制度利⽤者への「テーマ別 VOICE」の実施で、職場の周囲の理解状況の把握だけで

なく、利⽤者同士の意⾒交換を⾏い、安心して働ける環境作りに活かす声を集めました。 
・ 以前から要望のあった「介護セミナー」を初開催。介護にまつわる不安の解消や介護と仕事の

両⽴について学ぶことができました。しかし、社内制度の認知の低さは課題と捉えています。 
●ＵＳＲ活動︓執⾏部、組合員の参画が広がり、活動認知度の向上  
・ 初の活動として、⻄日本豪⾬災害ボランティアに延べ 8 名、⽀援団体への⼈的⽀援に 2 名

で活動を⾏い、USR 活動への認知と理解が広がりました。 
・ 折鶴献納 4,200 ⽻、愛の募⾦ 91,400 円、エコキャップの回収 9,073 個 
・ 平和活動として広島・⻑崎での折鶴献納を継続して実施しました。 

●教育サポート活動︓新たにミドルライフサポートを実施し、様々な年代をサポート 
・ フレッシュプラン、セカンドプラン（中四国 3 ⽀部合同）、シニアライフサポート（福岡開催に

参加）を⾏い、様々な年代・キャリアの組合員の教育を継続して実施しました。 
・ 新たにミドルライフサポート（中四国 3 ⽀部合同）で実施することで、これまで教育機会の少

なかった 40 歳を対象とした教育を⾏うことができました。 
●レクリエーション活動︓組合員に会話の場を提供することで、円滑な関係性を創出 
・ カープ観戦レクリエーションは 180 名（⾮組合員を含む）の参加があり、組合員のコミュニケー

ションツールとして定番になっています。 
・ 労使共催サマーパーティを初開催し、53 名の組合員が参加、対話の場を創出できました。 

●広報活動︓メンバーのコミュニケーションツールとしてデジタルを活⽤ 
・ 情報発信とメンバー間のコミュニケーションの促進として組合 HP のブログを適宜更新しました。

また、発刊する広報誌や VOICE の議案書には二次元コードを定期的に使⽤し、メンバーが
デジタルを活⽤して情報を得られるようにしました。 

●組織政策活動︓役員の活動への参画拡⼤ 
・ 役員の組合活動への参画は拡⼤しましたが、役員教育等は実施できず、課題が残りました。 

 

経営懇話会 

 

介護セミナー 
 

 

豪雨災害ボランティア 
 

 
3 ⽀部合同 

ミドルライフサポート研修 
 

 
労使共催サマーパーティ 

 

広島三越⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 組織の壁を越えて、仲間の絆を広げよう 

近年は業績が厳しく、激しい環境の変化に対応し、成果をあげていくためにも、メンバー全員が組織の隔たりなど関係なくチャレンジがで
き、そのチャレンジを応援できる環境を⽬指して活動を⾏いました。これまでの活動を継続しながら意識改革を⾏い、「失敗恐れずにチ
ャレンジできる⾵⼟の実現・より⾵通しの良い職場環境の実現」に向けて推進してきました。 

●労働福祉活動・経営対策活動 
・ 年間の所定労働時間短縮を⽬指し、年間休日数を 2 日増やすことで、⽉に 9 日の各休が

取得できるように制度を整えました。 
・ 全国的な物価上昇に伴い、全雇⽤区分においてベースアップを⾏いました。 
・ すでに導入されている制度をより利⽤しやすくなるよう、内容の改善を⾏いました。 

(再雇⽤制度・グループ内継続雇⽤制度) 
・ 効率的な働き方の実現に向けて、後方部⾨にフレックス勤務制度を導入しました。 
・ 即戦⼒の⼈財確保、本⼈のモチベーション維持やキャリア形成の推進として、 

中途採⽤のステージ C を対象に、ステージ BHAP の受験資格を改訂し、柔軟な⼈事制度に
なるよう推進しました。 

●VOICE 活動 
・ ⽀部執⾏委員中心にメンバーズ VOICE を開催し、育児・介護勤務の方でも参加しやすい 

時間、また昼から⼣方にかけて幅広い選択肢を設けることで 74％の出席率となりました。 
・ サテライトにおいても各店を 2〜3 回訪問することで、在籍メンバー全員へ VOICE を実施 

することができました。 
・ テーマ別 VOICE として「入社 5 年⽬ VOICE」を開催しました。セカンドプラン受講後に集まる

ことで、セカンドプランで学んだことを各自がお買場でどのように活かしているか共有する時間の 
創出、悩みの相談や解決の糸口をつかむキッカケの場となるよう実施しました。 

●ＵＳＲ活動 
・ 愛の募⾦活動においては、夏と冬の実施期間中、執⾏委員から⼤会代議員まで全ての組合

役員による交代制で開店前と閉店後の従業員通⽤口にて募⾦活動を⾏いました。 
・ エコキャップ活動は継続して⾏い、2018 年度中に 81kg(約 34,830 個)回収できました。 
・ 平和活動の折鶴は、約 4000 ⽻献納しました。 
・ ⽀部⽀援団体の「児童養護施設 讃岐学園」には、TV とシュレッダーを寄付しました。 

●教育サポート活動 
・ IMGU のユニオンプランに基づき、フレッシュプランを全雇⽤形態で実施しました。 

新卒・中途採⽤毎に実施し、合計 32 名の方が受講しました。 
・ 入社 5 年⽬を対象としたセカンドプランは、継続して広島・松山・高松の三⽀部合同開催し、

今期よりミドルライフサポートも三⽀部合同で開催しました。（セカンドプラン︓10 名 
ミドルライフサポート︓6 名) 

●レクリエーション活動 
・ 店休日恒例のバスツアーは夏と冬それぞれ実施し、参加者の合計は 144 名となりました。 
・ スポーツレクとしてはボウリングとフットサルの⼤会を開催し、ボウリング⼤会は 48 名、フットサル

⼤会は 36 名の方が参加しました。 
●広報活動 
・ Mʼs パスポートの発刊を継続して⾏いました。 

三⽀部合同ミドルライフサポート 

 

メンバーズ VOICE 

 

 

 

 

 

 

 

愛の募⾦活動 

 

店休日バスツアー 

ボウリング⼤会 

  

高松三越⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 想いをひとつに、未来を切り開こう 
第 6 期は経営体制も新たになる中で、①会社との対話に重点を置いて取り組みを⾏ってきました、毎⽉の経営懇話会だけでなく、労
使会議や事務局での MTG の機会を設けスピード感をもって協議を進めました。また②メンバーとのコミュニケーションは 3 か⽉に 1 回の
ペースで全組合員を対象とした VOICE を開催し直接声を聞く機会を設け、集まった声をもとに会社との協議を⾏いました。また広報
誌の発刊頻度を高める等、組合活動の理解促進に向けた取り組みも強化して⾏いました。 

●労働福祉活動︓メンバーの声を聞きながら着実な改善を⾏いました。 
・ より柔軟な働き方ができるように勤務パターン拡充（スライド勤務）を⾏いました。 
・ ⼈事制度では、育児休職制度の拡充と社員ステージ C の本給制度の改定等を⾏いました。 
・ 働き方改革を推進し、仕組みの改善と意識の改革の両⾯に取り組みました。 

●経営対策活動︓経営懇話会を中⼼に営業現況・働き方改革について対話しました。 
・ 営業現況では、予算に対する進捗・施策や顧客動向など多⾯的に確認を⾏いました。 
・ 時間管理・有給取得状況を確認するとともに改善に向けた話し合いを⾏いました。 
・ 労使会議の場を設け、構造改革の進捗について確認・意⾒交換を⾏いました。 

●ダイバーシティ︓育児をしている方同⼠のつながりを作り深める取り組みを⾏いました。 
・ 育児休職者・育児勤務者を対象とした VOICE を開催し、8 名の方が参加しました。 
・ 広報誌を活⽤し、育児・介護に関する会社や共済会の制度等の発信を⾏いました。 
・ 育児サポート百科・介護サポート百科を発刊しました。 
・ 介護セミナーは他⽀部の開催事例の調査を⾏いました。 

●ＵＳＲ活動︓児童養護施設への⽀援に加え豪雨災害への復興⽀援に取り組みました。 
・ 愛の募⾦活動年 2 回を実施、12 ⽉に児童養護施設（信望愛の家）への物品寄贈（クリ

スマスツリー）を⾏いました。 
・ 豪⾬災害の緊急募⾦を実施しました。また連合が開催する豪⾬災害の復興⽀援に 3 回

（計 8 名）参加しました。 
・ 広島平和折り鶴では、本館で働く方を中心に主体的に折り鶴づくりに参加いただき 2100 ⽻

を送りました。 
●教育サポート活動︓新たにミドルライフサポートや労使共催のセミナーを開催しました。 
・ フレッシュプラン（6 名参加）・セカンドプラン（6 名参加）・シニアライフサポート（2 名参

加）を開催しました。新たに中四国合同でミドルライフサポート（40 歳時研修）を松山で開
催し松山三越からは 7 名の方が参加しました。 

・ 労使共催にてアンガーマネジメントセミナーを開催し 68 名の方が参加しました。 
●レクリエーション活動︓メンバー間のつながりを強化できる取り組みを⾏いました。 
・ ⽯鎚登山レクを開催し 10 名の方が参加しました。 
・ ⻄条ビール⼯場⾒学を開催し 12 名の方が参加しました。 
・ ボウリング⼤会を開催し 48 名の方が参加しました。 

●広報活動︓組合活動の理解促進に向けて、広報活動を強化して取り組みました。 
・ 広報誌の発刊頻度を高め、⽉ 1 回程度の発刊を⾏いました。 
・ ⽀部ブログでは執⾏部の紹介やイベントの告知などを掲載しました。 

●組織政策活動︓各⼈の役割と⽬的・⽬標を明確にして活動を推進しました。 
・ 執⾏部は、各役割に応じた活動の運営をそれぞれが責任を持って⾏うことで組合執⾏部とし

ての意識向上を図りました。また、連合や UA ゼンセンの活動へもそれぞれの役割で積極的に
活動するとともに、外部とのつながりを作りました。 

 
 労使協議会 

 
 ワーキングファミリーVOICE 

 

 
 児童養護施設への物品寄贈 

 

 
ミドルライフサポート 

 

 

ビール⼯場⾒学レクリエーション 

 

松山三越⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 可能性を信じて、未来へと進もう 〜変革と創造の年〜 

第 6 期は、世の中や私たちを取り巻く環境がスピード感をもって変化していく中、社内では、これまでにない規模の構造改革が推進さ
れ、わたしたち個⼈も、これまでの働き方や意識を⾒直す必要に迫られてきました。このような難しい状況においても、可能性を信じ前
進するために、一⼈ひとりとの対話から得られたメンバーの声を経営に届け、働く環境や処遇の改善につなげることができました。 

●労働福祉活動︓優先度の高い項⽬の重点協議と、働き方改革推進の両⽴ 
・ ステージ C の⼈事賃⾦制度の改定や、メイト社員の確定拠出年⾦制度導入など、求められ

る働き方にチャレンジでき、安心して働き続けられる制度に近づけることができました。 
・ 働き方については、会社全体での有給休暇取得促進など、より働きやすい職場環境への改善

につながりました。また、フレックス勤務の対象者拡⼤やテレワークの制度導入といった、メンバー
に裁量を持たせた柔軟な働き方をスタートさせました。 

●経営対策活動︓チェック能⼒のレベルアップとパイプ機能の強化 
・ 経営懇話会では、定例報告をなくし、情報共有や意⾒交換を強化しました。双方の主張や

疑問を投げあうことで、相互理解が進みました。 
・ 組織改正に関する VOICE や久留⽶店 VOICE を実施し、メンバーの声をコンスタントに経営

陣に訴えかけたことで、その声を受けての会社の対応を促すことができました。 
●ダイバーシティ推進︓多様性への理解促進と、各種活動への参画促進 
・ ワーキングファミリーVOICE では、参加者間の情報共有のほか、育児に関する制度の率直な

声を拾い、労使協議に反映させました。 
・ 一方で、育児以外の「多様性」に対する取り組みについては、組合役員による LGBT セミナー

などの受講程度に留まり、組合員にまで活動の幅を広げることはできませんでした。 
●ＵＳＲ活動︓九州を元気にする活動、⼈的⽀援の活性化 
・ 愛の募⾦の寄贈活動では、九州北部豪⾬で被災した東峰村の保育園を訪れ、園児や職員

の方々との交流を図ることで、新たな関係を築くことができました。 
・ 公募型のボランティア企画を実施しましたが、参加者の拡⼤には課題を残しました。 

●教育サポート活動︓意欲的な参加を促す教育の場の提供 
・ ライザップ健康セミナー開催により、幅広い年代の新たな顔ぶれの参加が増えました。 
・ これまで実施できていなかった「中途入社者フレッシュプラン」を開催することができました。 
・ 若⼿同士のコミュニケーションを促す場として「ヤングプラン」の開催方法を改善してきました。 

●レクリエーション活動︓満⾜度・参加率向上に向けた魅⼒的な企画 
・ 一部、これまでのレクリエーションを⾒直し、新しい企画⽴案を検討しましたが、次年度への持

越しとなりました。 
・ ⼈気の高い「フットサル⼤会」や、新入社員を中心とした「博多どんたく」は盛り上がりました。 

●広報活動︓広報物のタイムリーな発刊とペーパーレス化 
・ 組合活動や労使協議の内容については、定期的にニュースを発⾏してきました。 
・ ソシエワールド⽀部などの福岡勤務の他⽀部メンバーについては、福岡独自の企画や共済会

情報などを、ペーパーレスで発信する仕組みに変えました。 
・ 新入社員を紹介する広報誌「GANZOU」は、メンバー同士のコミュニケーションツールの一つと

して、これまでより早いタイミングで発刊することができました。 

 
 労使協議会 

 
 岩⽥屋久留⽶店新館 

 
 岩⽥屋久留⽶店新館営業終了 

 
東峰村の保育園訪問 

 
RIZAP 健康セミナー 

 

博多どんたくパレード 

  

岩⽥屋三越⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ ʻʻ 飛 躍 的 成 ⻑ ʻʻ のために 
〜変わらぬ信念・変える覚悟を持って、邁進する 1 年に〜 

  新会社であるエムアイフードスタイルが発⾜した初年度、自社を取り巻く環境変化について全てのメンバーへ正しい情報を共有し、
意⾒の集約と対話をすることを⽬的に様々なテーマを繰り返し設定してきました。 

  セーフティーネットの拡充「有期契約の無期化」「最低賃⾦の整備」「雇⽤年齢の引き上げ」など、安心して働く環境の整備に注⼒
した一年となりました。 

  労使の課題感が強い「働く環境の整備」においては、事業部間・所属間などで取り組みへの認識差が広がっています。 
●労働福祉活動 

・ 働く環境の整備に向けて、定期的なテーマ別 VOICE の開催、また職場巡回時にヒアリングを
⾏い、各所属での課題の吸い上げを⾏いましたが、情報の活⽤に課題を残しました。 

・ 通年協議を推進し、雇⽤年齢の引き上げ、業績を鑑みた賞与要求を実現しました。 
●VOICE 活動 

・ 効果的・効率的な開催に向けて、通常のメンバーズ VOICE の前後に意⾒集約を⽬的とした
テーマ別 VOICE を開催してまいりました。 

・ 引き続き新たなスキームの定着化に向けて取り組みを進めてまいります。 
●経営対策活動 

・ 毎⽉経営懇話会を実施し、情報は⽀部広報紙を通じて発信、またメンバーズ VOICE で周
知を⾏うことで、正しい情報をメンバーと共有することが出来ました。 

・ 本部組合主催の従業員意識調査を⽀部でも実施し、各協議に結果を反映させました。 
●教育サポート活動 

・ 課題感を踏まえ新卒 3 年⽬研修を新卒入社 2 年⽬研修に変更してまいりました。 
・ その他計画の年次教育は実施には至っていないものの、会社が教育強化を進める中で今後

の在り方を検討してまいります。 
●ダイバーシティ活動 

・ 新たに育児短時間勤務者対象のテーマ別 VOICE において、「育児」「仕事」を抱えるメンバー
自⾝が個⼈として⼤切にしたいことを改めて考える機会を設けてまいりました。 

・ 育児だけでなく介護や疾病を抱えるメンバーに対する理解向上に向けて、まずは組合会議体
の中で勉強会を⾏いました。 

●レクリエーション活動 

・ メンバーニーズを踏まえ、年間３回企画を実施し、申込方法を WEB に切り替えました。 
・ 新たな取り組みとしてメンバーが集まれる場の提供(サークル活動)を計画しましたが、実施まで

至りませんでした。 
●ＵＳＲ活動 

・ USR 活動への参画に対する意識やハードルの高さの改善に向け、まずは意識醸成を⾏ってい
くことを⽬的とした【総和⼯場・エフピコ⾒学ツアー】を実施しました。 

●組織政策活動 

・ メンバーとのパイプ役となる⽀部役員のスキル向上を⽬的とした勉強会を実施しました。 
●広報活動 

・ 組合活動や共済会情報などメンバーにお得な情報の発信として毎週⾦曜日にブログの更新を
⾏ってまいりましたが、ブログ閲覧者増に向けたアクションには課題を残しました。 

 

 

【組織︓2019 年春の交渉】 

 

【経営対策︓労使協議会】 

 

【テーマ別︓育児休職者 VOICE】 

 

【教育︓新卒⼊社 2 年⽬研修】 

 

【レク︓有名ホテル・レストラン体験】 

エムアイフードスタイル⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 変化を日常に︕︕ 
〜変化する日常を乗りこなし、イキイキと躍動できる企業・職場の実現〜 

 
 
 
 

 

●VOICE 
・通年協議への意⾒収集やマネジメント、部下育成などの現状把握を⾏うために、テーマ別 VOICE を開催し、

通年協議へのメンバー意⾒を反映させた 

・秋に発表された移転対応 VOICE では、収集したメンバー意⾒を経営懇話会や労使会議で共有することで、

少しでも前向きに移転できるように環境整備を⾏った 

・本社における MV では、1 回の参加⼈数が多く意⾒を収集しづらい環境であったため、アンケートを配布するこ

とで、メンバー意⾒をより把握することが出来た 

●労働福祉活動 
・労使通年協議事項に基づき、制度改定の協議を⾏ったが、労使共通認識を形成できず、次年度への継続

協議となったが、働き方改革(フレックスや時短シフトの追加など)に取り組み、働き方の柔軟性向上に繋げた 

・衛生委員会を通じて、⻑時間残業・深夜勤務・モバイルワークの勤怠管理等の状況を確認し、改善への取り

組みを実施 

・意識調査アンケート結果からハラスメントの実態を議案書に掲載し、社内への注意喚起や来年度に繋げた 

●経営対策活動 
・VOICE やメンバー意⾒を踏まえ、経営に⼈事制度への意⾒や現在の企業⾵⼟、職場環境について意⾒交

換を⾏い、よりメンバー意⾒の把握を⾏うと共に、経営の考えをより把握し同じ方向に進めるように取り組みを

実施 

●ダイバーシティ推進 
 ・第 5 期より開始をした WFV は未実施となったが、育児休職者の復職者 VOICE や短時間勤務者へのテー

マ別 VOICE を実施し、休職前から復職後までの課題や現在への制度に対する意⾒をヒアリング実施 

●ＵＳＲ活動 
 ・本部主催の「愛の募⾦」「折り鶴作成」は、効率的な実施と兼任役員中心に糸通しを⾏い、確実に実施し

た。また、⽀部独自企画は「なかよし会」への⽀援や、パラスポーツへの理解促進企画として、「ボッチャ」や「ブラ

インドサッカー」への⽀援を実施 

●教育サポート活動 
 ・フレッシュプランは新卒社員同士の交流やコミュニケーション、多様な価値観を学ぶことを⽬的に GW を実施 

●レクリエーション活動 
 ・メンバーの興味・関心の幅を広げる活動としてのフォトジェニックな BBQ や、各職場単位での交流及びコミュニ

ケーションを図るレクとして会社設⽴ 30 周年記念レクを開催し、職場内のコミュニケーションの円滑化 
●広報活動 
 ・⽀部広報誌『ひまわり』は兼任役員を巻き込んだ記事作成や、誌⾯とブログの融合を図った 

・デジタルサイネージの活⽤やブログの定期的な更新を図り、組合 HP の活性化に寄与 

・様々な組合発刊物に組合 HP や line＠の告知を⾏い、情報発信ツールの認知度向上を図った 

 

エムアイカード⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 

第６期は会社が変化していく中で、その変化の波を乗りこなしていくこと。またその変化の中でイキイキとやりがいのある、そして安心して
働ける環境をより整備することで、皆さんが安心して躍動できる職場・企業にしていきたいと思い、活動をしてきました。 

今期は期中に本社移転が決まり、労働条件や柔軟な働き方の導入、移転対応 MV などを⾏い、皆さんが少しでも安心して前向き
に移転できるよう、取り組みを⾏ってきました。 

また、カード会社としての自⽴元年として、様々な取り組みが⾏われる中で、VOICE や意識調査でいただいた意⾒を経営懇話会や
労使協議にて課題提起を⾏いながら、やりがいのある職場環境づくりに向けて取り組みを進めました。 

育児復職者 VOICE 

古本パワープロジェクト 

30 周年記念レク 

新卒フレッシュプラン(IMS 合同) 

団結会(さよならハイジア) 

なかよし会(お祭り⽀援) 



 

テーマ 働く「笑顔」を⼒とし、「美しさ・未来」を創る 
ソシエ・ワールド⽀部が発⾜し、組合活動の基盤づくりに向け役員体制を強化しました。機関会議においても、⽀部役員が主体的に

本⾳を語り合うことができました。また VOICE 活動を通じて、メンバーとの対話や情報共有の徹底をおこないました。 
役員やメンバーから集約した声を労使間で共有し、現状の課題対応をはじめ、働くことにやりがいを持ち、笑顔あふれる職場環境に 

結びつくよう取り組みました。 
●労働福祉活動 
・ ⽀部として初めての春の交渉を⾏い、労使協議内容や会社の営業概況、就業ルールなどについて 

メンバーと共有しました。 
・ ⼈事賃⾦制度については、各事業での仕組みが複雑かつ制度運⽤にバラつきがあることから、 

今後の制度改定に向けた課題の整理をおこないました。 
・ 働く環境の整備においては、コンプライアンス順守の観点から、適正な打刻や休憩・休日・休暇の取得

状況を把握しました。また、⻑時間労働の削減に向けては、時間外の実態と働く環境を確認し、 
正しいルールの発信を労使共におこないメンバーの意識向上に取り組みました。 

・ ⼈に関わる諸制度では、「慶弔災害休暇の新設・拡充」、「ストック有給休暇制度の導入」をおこない
ました。 

・ ハラスメント防止に向けては、グループ共通のポスターを掲⽰しメンバーの意識醸成、啓発の強化に 
加え、実態の把握を労使にて四半期ごとにおこないました。 

●経営対策活動 
・ 経営懇話会を定例開催し、営業戦略および営業概況、また業績向上に向けた施策などについて 

確認し、⽀部役員やメンバーと情報共有を図りました。 
・ 各事業の職場懇話会を定例開催し、事業ごとの抱える課題解決に向けて情報共有をしました。 
●VOICE 活動 
・ 組合活動の定着に向けて、メンバーとの対話の中で VOICE の⽬的や重要性について理解・浸透を 

図りました。 
・ メンバーズ VOICE については、事業所が多く、全国に点在をしている中でも、より沢山のメンバーが 

参加できるように開催日時の⼯夫をおこないました。また、情報共有の為にデジタルツールを活⽤しまし
た。 

●教育サポート活動 
・ 新入組合員を対象にフレッシュプランを開催し「組合の活動」、「共済会の制度」などの説明を 

おこない、理解を深めるとともに組合活動への参画や共済会制度の利⽤を促しました。 
・ ⽀部活動の活性化に向けて、⽀部役員に対して「⼈事制度の勉強会」、「アンガーマネージメント 

セミナー」などをおこないました。 
●USR 活動 
・ 愛の募⾦としては、12 ⽉と6 ⽉に本社で募⾦箱を設置し、メンバーへ呼びかけ募⾦をおこないました。 
・ ⽯巻ボランティアにスタッフとして参加し、⽀部内での参加者拡⼤に向けて、機関会議にて活動内容の

共有を⾏いました。 
・ 広島平和祈念活動においては、⽀部役員をはじめとしたメンバーが折り鶴の作成に参画しました。 

また、⽀部役員が IMGU の代表として献納を⾏い広島の現状と献納活動の共有を機関会議にて、
おこないました。 

●レクリエーション活動 
・ 職場親睦会補助制度については、広報での告知に加え、申請ルール、受理方法について円滑な 

体制づくりに取り組み、947 名（ソシエ・ワールド⽀部メンバーの 57.4％）の申請がありました。 
●広報活動 
・ メンバーに、より組合活動を知ってもらうために組合 HP の⽀部ブログを定期的に更新しました。 

また、コミュニケーションの活性化を⽬的として、⽀部役員による「ブログリレー」に取り組みました。 
・ 広報紙「美々っと」を発刊し、「組合の活動」、「共済会制度のお得情報」などについて情報発信を⾏

いました。 

労働福祉活動（労使協議会） 

 

 

 

 

 

経営対策活動（経営懇話会） 

 

 

 

 

 

VOICE 活動（メンバーズ VOICE） 

 

 

 

 

 

教育サポート活動（フレッシュプラン） 

 

 

 

 

 

USR 活動（折り鶴制作） 

 

 

 

 

 

広報活動（⽀部ブログ） 

 

ソシエ・ワールド⽀部 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 話そう 繋ごう そして変わろう 
・ 第 6 期では、IMPD ⽀部 BM 事業部の会社分割及び事業承継に伴う対応として、全メンバー対象の VOICE を開催し、情報

の発信や意⾒の吸い上げをおこないました。 
・ スカイプを活⽤したフォローVOICE や地域役員との共有については、デジタル環境が整わなかったことから実施に至りませんでした。 
関連Ⅰ共通 
●労働福祉活動 
・ ハラスメント対策としては、啓発⽤リーフレットのデータを配信しました。 

●ダイバーシティ推進 
・ 育児勤務者を対象に、働き方や制度活⽤など、状況のヒアリングをおこないました。 

IMBS・IMPD 
●労働福祉活動 
・ 意識調査の結果は、2019 年度春の交渉議案書の中でメンバーと共有し、労使間でも統計か

ら⾒える課題を確認しました。 
●ダイバーシティ推進 
・ 育児関連諸制度の更なる理解や周知に向けて、執⾏委員・執⾏評議員を対象に、育児関連

諸制度の勉強会を開催し知識を深めました。 
IMBS 
●労働福祉活動 
・ ワークライフバランスの向上を⽬的に、年間休日数を 4 日拡⼤しました。 

●レクリエーション活動 
・ 首都圏企画のレクリエーションとして、ホテルランチレクを実施しましたが、参加者が想定より少な

いなど今後の在り方に課題を残しました。（参加⼈数︓14 ⼈） 
●広報活動 
・ ユニオンレターは、１⽉より紙での発刊から HP（ホームページ）への投稿に切り替えをおこない

ましたが、閲覧数拡⼤については課題を残しました。 
IMPD 
●労働福祉活動 
・ 時間外の結果に応じて、対象者と状況を確認する⾯談を予定していましたが、BM 事業部の対

応を優先したことにより、実施をすることができませんでした。 
●経営対策活動 
・ BM 事業部の事業承継に関する VOICE を、2018 年 9 ⽉〜2019 年 2 ⽉にかけて、計 5

回開催し、メンバーの声を経営懇話会で伝えました。また、専⾨協議会では、メンバーの声をも
とに協議をおこないました。 

●レクリエーション活動 
・ 「ビアガーデンレク」を、日本橋三越屋上で開催しました。（参加⼈数︓家族含めて 56 ⼈） 

●広報活動 
・ BM 事業部に関する労使協議の状況については、都度、臨時の広報紙を通して発信をおこな

いました。 
●組織政策活動 
・ 執⾏委員会・執⾏評議員会では、BM 事業部に関する組合⾒解や労務対応について、活発

な議論のもと、審議決定をおこないました。 
IMRE 
●労働福祉活動 
・ 社員の⼈事賃⾦制度について、本給体系の⾒直しや評価による賞与体系の⾒直しなど、やり

がい働きがいの向上を⽬的とした制度改定をおこないました。 
●広報活動 
・ 経営懇話会報告・組合活動・共済制度の案内などの周知を⽬的として、4 ⽉以降は毎⽉ 1

回、分会広報紙の発刊をおこないました。 
●組織政策活動 
・ 職場委員会については、VOICE 開催前に事前の内容の確認や意⾒交換を⽬的として開催を

おこなったものの、⽬標としていた定期的な開催には至りませんでした。 

 

  

 

 

 

関連Ⅰ新卒対象合同フレッシュプラン 

 

 

 

 

  

 

関連Ⅰ折鶴の取り組み 
（写真は IMPD 執⾏評議員会で実
施した折鶴の糸通し） 

 

 

 

 

 

 

IMBS ホテルランチレク 

 

 

 

 

 

 

IMPD ビアガーデンレク 

 

 

 

 

 

 

IMRE 総会 

 

関連グループ統括⽀部Ⅰ 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 未来を⾒据え、⼀⼈ひとりがいきいきと働ける職場環境をつないでいこう 

第６期は、メンバー・組合役員・会社間の一体感の醸成に向けて各⽀部・分会メンバーによる主体的な活動を進め、特にレクリエーショ
ン活動や教育活動においてメンバー参加を推進し、各活動により多くの方に参加いただくことができました。また、労働福祉分野では各社
⼈事賃⾦制度の課題への対応をおこないましたが、引き続き課題への対応が必要です。そして、適正な労働時間管理の取組みについ
ては引き続き適正な時間管理推進のための取組みをおこなう必要があります。 
●労働福祉活動︓働き方の⾒直しについては、一部⽀部・分会で所定労働時間短縮をおこな
いました。また、各所の状況を把握や課題の解決に取組む一方で、各社一部の所属で⻑時間労
働が偏った形で発生しています、引き続き組織体制の⾒直しや業務改善、労働時間管理の改善
等を通じて解決に向けて取組みを推進します。 
・ 無期雇⽤化後のメイト社員・フェロー社員労働諸条件の整備を推進し、休職制度等を中心に処
遇の改善につなげました。引き続き、各⽀部で退職給付制度がメイト社員に導入できるように取
組みを推進します。 

・ 19 年春において、各⽀部・分会にてベースアップ、一部⽀部・分会においては所定労働時間の短
縮を実現しつつ、各社制度改定に向けて取組みをおこないました。 

●経営対策活動︓ 引き続き、各⽀部・分会において経営懇話会の定例開催をおこないました
が一部⽀部・分会においては兼任の参画が弱く、現場の温度感を伝えきれない場⾯がありました。 
●VOICE 活動︓引き続き、参加しやすい環境整備に取組むとともに、ポイントを絞って説明をす
るなど、運営等通じてメンバーとの議論の充実化を図りました。一方で VOICE をおこなうことの意義
やその⽬的を理解しきれていないメンバーもおり、VOICE でお預かりした意⾒がどのように活かされる
のか等を組合員教育や広報等を通じてお知らせし、参加の意味合いの共有を徹底します。 
●ダイバーシティ︓各⽀部において育児のワーキングファミリーVOICE の開催(11 ⽉)をおこない、
職場の課題や⼈事制度のあり方の共有等をおこないました。今後は介護等の分野にも確実に⽬を
向けて、ダイバーシティの理解促進に向け取組みます。 
●ＵＳＲ活動︓愛の募⾦(12・6 ⽉)、広島の折鶴献納(7 ⽉)等の活動や川崎授産学園への
取組み(12・5・８⽉)を継続し、兼任役員の参画推進をおこないました。 
●教育サポート活動︓ 関連統括⽀部Ⅱ合同で、「気づき」をテーマに初のセカンドプランを開催
し、IMH・IMS 延べ 47 名の方が参加しました。 

・  また、IMS・IMH ⽀部合同でタニタセミナーや RIZAP セミナーを開催し、延べ 50 名以上の方に
参加いただき、生活の充実につなげることができたという感想をいただいています。他方、一部メンバ
ーは自⾝に関わる⼈事賃⾦制度を把握し切れていないなど、別の知識⾯のフォローの必要に関す
る課題も確認しています。 

●レクリエーション活動︓  
・ バーベキュー等の定例企画の他、スポーツイベントへの参加等メンバーニーズを踏まえた⽀部・分会

での活動を推進し、さらなる一体感醸成に取組みました。一方で定例企画において、参加者が限
定される等、レクの在り方や企画の内容の⾒直しも検討する必要があると考えています。 

●広報活動︓  
・ 各⽀部分会において、広報誌発刊をおこないましたが、一部⽀部・分会においては発信頻度およ

び「発信されていることに気づかれていない」等課題を残しました 
●組織政策活動︓  

・ 組合活動の背景やその意義を理解し、各活動の推進に向けて取り組んできましたが、若⼿社員
を中心にその理解度については課題を残しています。 

 

 IMH・IMS セカンドプラン 

 

広島平和記念式典 折鶴献納 

 

スタジオアルタ総会 

 

IMS 新⼈歓迎 バーベキュー 

 

三越伊勢丹ソレイユクリスマス会 

 

関連グループ統括⽀部Ⅱ 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 対話によって「キズキ」、進化する 
※「キズキ」…物事に気づき、築き上げる。を表現しています。 

 

レオテックス直轄分会 
●経営対策活動︓2019 年 2 ⽉の構造改革発表以後、HDS・組合本部・⽀部労使で連携
し、メンバーの声を確認しながら、オーダーワイシャツ事業の撤退に関する対応を⾏いました。また新
宿補整加⼯の業務移管に関する状況確認しつつ継続して慎重に対応を⾏います。 
●労働福祉活動︓通年協議において⻑年の課題であった社員退職⾦給付制度の改定や、シニ
アスタッフ及びシニアスタッフショート賃⾦制度改訂、エリア社員⽉給制の扶養者年齢別最低賃⾦や
ベースアップ要求を⾏いました。働く環境の整備では、年間所定労働時間の短縮に向けて年間休
日の増加や 1 日の労働時間の短縮に取り組みました。 
●現場活動︓メンバーズ VOICE は年 3 回実施し、テーマ別 VOICE は補整加⼯全拠点の職場
の課題共有や改善策などについて⾏ったほか、社員の退職⾦制度改定に関して⾏いました。 
●教育サポート活動︓フレッシュプランを 5 ⽉に開催し 7 名参加。初めてとなるセカンドプランでは
執⾏評議員会にてカリキュラム検討や運営の連携を図り 9 ⽉に実施（10 名参加） 
●ＵＳＲ活動︓愛の募⾦では、冬夏の 2 回にわたり東中野本社で実施した結果 24,126 円タ
オル 18 枚、使⽤済み切⼿多数のご協⼒をいただきました。平和を願う折鶴では、3 分会から集ま
った折り鶴 360 ⽻を執⾏評議員によって繋げる作業を⾏い、広島平和記念式典へ計 6 本の献納
となりました。 
三越伊勢丹ギフト・ソリューションズ直轄分会 
●経営対策活動︓ブランド事業の終了や伊勢丹府中店の閉店にあたり、当該メンバーが事業終
了まで不安なく働けるようメンバー一⼈ひとりの声を基に労使で対応⾏いました。また 8 ⽉に発表さ
れた構造改革についても同様に労使で慎重に対応を継続していきます。 
●労働福祉活動︓通年協議では、ステージ A 賃⾦制度の新設およびステージ B 賃⾦制度の改
定、メイト社員・フェロースタッフの無期契約の位置づけを踏まえたストック有給休暇制度の導入や拡
充、ベースアップ要求を⾏いました。働く環境の整備では、時間外計上の短縮による状況確認や連
休取得ルールによる有給休暇取得促進を図りました。ハラスメント防止では、アンガーマネジメント研
修の対象者を広げるとともに、社内コミュニケーションを活性化に取り組み「「ハラスメントゼロ」を達成
することができました。 
●現場活動︓メンバーズ VOICE 兼分会総会は、年 3 回（10 ⽉・2 ⽉・5 ⽉）実施し、ステー
ジ B 賃⾦制度改定に伴うテーマ別 VOICE を開催しました。 
センチュリー・トレーディングカンパニー直轄分会 
●労働福祉活動︓通年協議では、⼈に関わる諸制度の整備に向けて⼈事賃⾦制度のベースと
なる⼈材像や雇⽤形態の設定の考え方など制度設計に向け労使で認識を持つことが出来ました。
また、ベースアップ要求を⾏いました。働く環境の整備では、働き方改革委員会の設置や有給休暇
の取得促進への取り組み、ハラスメント防止対策では、教宣活動や意識醸成を中心に取り組みま
した。 
●現場活動︓メンバーズ VOICE 兼分会総会は、年 3 回（11 ⽉、2 ⽉、5 ⽉）実施し、8 ⽉
には働く環境をテーマに VOICE を実施しました。 
●教育サポート活動︓フレッシュプランを 5 ⽉に開催し 2 名参加。 
伊勢丹会館直轄分会 
●労働福祉活動︓法改正の対応やグループ制度など伴う内容をベースに労働協約改訂を⾏

いました。 

 

 

労使協議会 
レオテックス直轄分会 

 

 
労使協議会 
三越伊勢丹ギフト・ソリューションズ分会 
 

 
労使協議会 
センチュリートレーディング分会 

 

 

USR 活動 
平和を願う折鶴作成 

関連グループ統括⽀部Ⅲ 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 

テーマ 未来を創る笑顔をつなげる 
関連グループ統括⽀部Ⅳ 現三越伊勢丹ニッコウトラベル直轄分会では、2019 年 4 ⽉会社統合に向け協議を進め、新会社⼈事
賃⾦制度全般について成案化につなげました。またコミュニケーション向上を⽬的とした広報を発刊に着⼿し、一体感醸成に向けた取
り組みを進めました。三越伊勢丹通信販売直轄分会においては、2019 年３⽉営業終了に向け、労務対応案に基づいた進捗の確
認と併せて、営業⾯における課題について、メンバーが安心して働くことができるよう、協議を重ねました。 

 
【三越伊勢丹ニッコウトラベル直轄分会】 
〇労働福祉活動  
■2019 年 4 ⽉三越伊勢丹旅⾏・ニッコウトラベル・ニッコウ企画 3 社の会社統合を⽬指し、
⼈事制度統合案について協議しました。メンバーとの対話を繰り返し⾏いながら、雇⽤形態・本
給・賞与・退職給付制度・働くルールなど諸制度について成案化につなげました。また 2019 年
度に入り、持越しとなっていた昇格・転換要件について組合機関会議にて審議決定するとともに
新会社の働く環境の整備については、最重要課題と認識し、業務改善についてのテーマ別
VOICE やミーティングを開催するなど、取り組みをスタートさせました。 
〇経営対策活動  
■経営懇話会を毎⽉開催し営業概況について確認しました。特に 2018 年 11 ⽉には統合

会社方針について確認しました。 
〇VOICE 活動  
■メンバーズ VOICE 以外にテーマ別 VOICE を開催することで、制度理解促進および闊達な

意⾒交換につながりました。（テーマ別 VOICE︓３⽉社員本給移⾏について、６⽉働き方
について） 

〇広報活動  
■一体感醸成・コミュニケーション向上を⽬的として、三越伊勢丹ニッコウトラベルで働くメンバー

全員の顔写真や一言コメントを載せた新会社設⽴記念広報を発刊しました。 
 
【三越伊勢丹通信販売直轄分会】 
〇労働福祉活動  
■2019 年 3 ⽉営業終了に向け、三越伊勢丹通信販売プロパーメンバーを対象とした労務対

応の進捗確認やメンバーからいただいた労務⾯における課題について、都度協議を⾏い、不
安解消につなげました。 

〇経営対策活動  
■経営懇話会を四半期に一度開催し、営業概況および営業終了に向けた営業⾯の課題につ

いて提起し、メンバーが安心して働くことができる環境づくり構築に向け、確認を⾏いました。 
〇レクリエーション活動  
■営業終了間際の３⽉ 22 日に出向者も含めた JP 三越マーチャンダイジングで働く三越伊勢

丹グループメンバーを対象に慰労会を開催しました。 
 
【三越伊勢丹プラン・ドゥ・シー直轄分会・三越伊勢丹トランジット直轄分会】 
〇労働福祉活動   
■⽀部として活動におけるあるべき姿について検討を⾏いました。  

 

【三越伊勢丹ニッコウトラベル】 

 
 2019 年度 春の交渉 

  

テーマ別 VOICE  

 
広島千⽻鶴活動 
 
【三越伊勢丹通信販売】 

 
経営懇話会 

 

 
慰労会 

 

関連グループ統括⽀部Ⅳ 第６期(2018 年度) 活動報告（案） 



 
１．2018 年度決算の概要 
・ 2018 年度は、運動方針に掲げた「メンバー全員で直接対話を実践し、変革に向けて挑戦しよう」の達成に向けて、活動分野ごと

に本部、各⽀部で活動計画を設定し、運動を推進してきました。 
・ 組合の会計及び財政運営は、運動方針や活動計画に基づく予算主義（※）の考えに基づいた運営を基本とし、内部監査委

員による毎⽉の会計監査と、外部監査法⼈による半期ごとの会計士監査による確認を踏まえながら、組合規約及び組合会計基
準に則った効率的、効果的な経費の活⽤と、「資産運⽤ガイドライン」に基づく効果的且つ適切な資産管理の２点に注⼒した運
営を⾏っています。 

・ そのような中、2018 年度は組織運営に連動した組合会計基準や財政運営⾯の⾒直しを⾏うとともに、会計システムの入替・導
入、データ管理強化のためのインフラ整備など、会計業務の効率化や管理強化への投資を⾏ってきました。 

・ 一方、将来の組合財政健全化に向けて、財政中期計画を策定するとともに、資産運⽤ガイドラインの⾒直しにも着⼿してきました
（※財政中期計画の概要は第 7 期予算案にて記載）。 

・ 結果として、財政収⽀は収入が組合会計全体（愛の募⾦を除く）ではほぼ計画通りに推移し、約 9 億 4,000 万円（予算⽐
99.6％、前年⽐ 100.5％）、⽀出は約 10 億 3,900 万円（予算⽐ 97.4％、前年⽐ 106.2％）となりました（予算執⾏
率・前年+3.6％）。 

 
※組合会計の予算主義について 

 
＜2018 年度決算数値（全体）＞  

 

※⾦額は各会計の繰越⾦、繰入⾦、剰余⾦を除いた額 
 
 
 

単位︓千円

予算 実績 予算 実績
収入 944,400 940,082 210 208
⽀出 1,067,000 1,038,776 10 0
収⽀ -123,000 -98,694 200 208

単位︓千円 単位︓千円

予算 実績 予算差 予算比 予算 実績 予算差 予算⽐

収⼊ 944,210 940,290 -3,920 99.6% 収入 4,010 4,673 663 116.5%
⽀出 1,067,010 1,038,776 -28,234 97.4% ⽀出 4,260 5,465 1,205 128.3%
収⽀ -122,800 -98,486 24,314 - 差額 -250 -793 -543 -

全会計合計（愛の募⾦会計除く）

一般会計 闘争会計

愛の募⾦会計

第 6 期（2018 年度） 決算報告および剰余⾦処分（案） 



2．⼀般会計の決算のポイント 
１）収⼊ 
①組合費収⼊ 
・ 2018 年 4 ⽉にソシエ・ワールドの組合員化を⾏った影響により、年度中の平均組合員数が昨年度より⼤幅に増加すると想定し

ていましたが、グループ内における採⽤抑制や構造改革の影響により微増（期中平均22,257 名・前年⽐100.9％）に留まり、
本給における組合員拠出⾦が予算を下回った結果、約 8 億 3,600 万円（予算⽐ 97.9％・前年⽐ 101.2％）となりました。 

②施設利⽤料収⼊ 
・ 2018 年 10 ⽉よりスタートしたハワイコンドミニアムの共済会員への貸出件数が順調に推移したこと、一般顧客への貸出日数が想

定より上回ったことなどが影響し、約 1,800 万円（予算⽐ 200.8％・前年⽐ 154.3％）となりました。 
③受取利息・受取配当⾦ 
・ 受取利息は、⾦融市場の動向を受け、保有していた為替ヘッジ付投資信託の利息収入は減少しましたが、資産運⽤ガイドライン

に基づき、新たに２本のドル建債券（東京都・三井住友フィナンシャルグループ）を購入した結果、全体では約 4,100 万円（予
算⽐ 105.6％・前年⽐ 94.5％）となりました。 

・ 受取配当⾦は、保有している三越伊勢丹ＨＤＳ株およびトヨタ AA 株等の配当が想定通り⾏な われた結果、約 4,200 万円
（予算⽐ 102.1％・前年⽐ 101.8％）となりました。 

④その他収⼊ 
・ 予算化していなかったリーマンブラザーズ社債返還⾦が約 90 万円計上されたことなどにより、雑収入は約 250 万円（予算⽐

246.1％・前年⽐ 19.4％）となりました。なお、リーマンブラザーズ社債返還⾦は 2008 年に約 1 億円で購入した同社事業債
の債務不履⾏以降、順次返還されているものであり、今年度の返還により累積の返還⾦は購入⾦額の 45.5％（ドルベース）と
なっています。 

２）⽀出 
①事業費 
・ 事業費は、約 1 億 5,500 万円（予算⽐ 74.4％・前年⽐ 96.9％）となり、予算内の⽀出となりました。主な内訳として、本部

活動費は約 1,600 万円（予算⽐ 48.3％・前年⽐ 71.8％）、本部教育費は約 2,500 万円（予算⽐ 80.1％・前年⽐
89.7％）、⽀部活動費は約 9,100 万円（予算⽐ 75.6％・前年⽐ 100.2％）となっています。 

・ 事業費で予備費を多く流⽤した主な科⽬の理由は以下の通りです。 
●本部会議交通費・旅費（約+90 万円） 

定例開催の本部執⾏委員会に加えて、賞罰・構造改革に伴う労務対応案件への対応のために臨時的な本部執⾏委員会
を年度内で数回⾏ったため 

②事務費 
・ 事務費は約 5 億 3,800 万円（予算⽐ 97.3％、前年⽐ 109.2％）となり、予算内の⽀出となりました。主な内訳として、⼈件

費は約 4 億 9,100 万円（予算⽐ 99.6％、前年⽐ 107.2％）、物件費は約 4,700 万円（予算⽐ 78.5％、前年⽐
135.1％）となりました。 

・ 事務費で予備費を多く流⽤した主な科⽬の理由は以下の通りです。 
●給料・社会保険料（2 科⽬計︓約+1,040 万円） 

ベースアップの影響及び想定よりも専従・専任者⼈数数が増えたため 
●福利厚生費（約+85 万円） 

組合任期期間⾒直しに伴い、専従・専任者の組合活動補償保険の更改⽉⾒直し（6 ⽉⇒10 ⽉）を実施し、16 か⽉分
の保険料を計上したため 

●通信費（約+120 万円） 
サーバー入替により 11 ⽉より運⾏管理料が毎⽉発生したため（毎⽉約 33 万円） 

●リース料（約+120 万円） 
 業務効率化および管理強化のため、期中に全本⽀部事務所でパソコンの入替を⾏ったため 

 



 
③その他（独⽴⽀援⾦・雑損失） 
・ 独⽴⽀援⾦及び雑損失は予備費を流⽤しました。主な理由は以下の通りです。 

●独⽴⽀援⾦ 
予算策定時には想定していなかった、三越伊勢丹プロパティ・デザインのビルマネジメント事業継承による新労組発⾜に伴い、
IMGU より 1,500 万円を独⽴⽀援⾦として新労組（三越伊勢丹アイムファシリティーズ BM 労働組合）へ拠出したため 

●雑損失 
期中平均レート 111.14 円に対し、期末（6/28 時点）の為替レートが 107.79 円であった  ため、保有している外貨建
⾦融商品（預⾦・債券・投資信託）の為替差損を計上したため 

 
3．特別会計のポイント 

１）闘争特別会計 
・ 闘争特別会計は、現在の資産規模（約 7 億円）を維持しながら保有している資産を運⽤しており、⾦銭信託の受取利息はほ

ぼ想定通りに推移しました（予算⽐ 99.0％）。 
・  
２）愛の募⾦特別会計 
・ 「平成 30 年 7 ⽉⻄日本豪⾬」時に緊急募⾦を実施した結果、愛の募⾦収入は⼤きく上回りました（予算⽐ 116.8％・前年

⽐ 152.4％）。また、第 5 期に利⽤時の考え方を整理した「災害⽀援積⽴⾦」について、今年度実際に利⽤するケースが発生
したため、戻入収入として計上しました。 

・ 国内外の自然災害増加に伴い、日本⾚⼗字社・上部団体へ義援⾦、救援⾦等の⽀援、及び被災したグループ内従業員への
直接⾒舞⾦⽀給を⾏った結果、前年を上回る実績となったため予備費を流⽤しました。尚、緊急募⾦を実施しなかった北海道胆
振東部地震に対しては、「災害⽀援積⽴⾦」を利⽤し、グループ内の被災された従業員の方への⽀援を⾏いました。 

 
４．労働組合資産の主なポイント 
・ 2018 年度末時点の総資産額は約 52 億 9,700 万円（前年⽐

98.2％）となり、前年に対して約 9,900 万円減少しました。 
・ 闘争特別会計の資産は約 7 億 2,000 万円、全組合員の給与に

換算すると（補償日数）約 4.4 日となっています。 
 
５．監査報告 
・ 各会計は、毎⽉、監査委員による定例の内部監査を実施しました。

また、中間および年度決算時において、「EY 新日本有限責任監査
法⼈」による監査を受け、決算資料は正当に表⽰されており、適正な
会計処理が⾏われていることが確認されました。 

 
6．剰余⾦処分（案） 
2018 年度における下記の剰余⾦を各々次年度へ繰り越します。 

⼀般会計 
4,390,979,102 円 
闘争特別会計 

720,468,120 円 
愛の募⾦特別会計 

5,552,169 円 
 

 




















